
学科試験　筆記；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標

１．生活者の健康に関する法規について理解する。
２．保健医療提供体制に関連する法規について理解する。
３．保健衛生対策に関連する法規について理解する。
４．医薬品・医療機器等に関連する法規について理解する。
５．保険・福祉等に関連する法規について理解する。
６．雇用・労働に関連する法規について理解する。
７．生活衛生・環境保全に関連する法規について理解する。

講義形態 ①講義・演習

講義内容

１．人間の生活と法律との関係
２．看護職と法律とのかかわり
３．法規の概念
４．生活者の健康に関する法規
５．保健医療福祉に関する行政の仕組み
６．我が国の保健医療福祉行政の動向
７．災害と医療
８．保健医療の提供の人材に関連する法規
９．保健医療提供の施設等に関連する法規
10．健康づくり・疾病予防活動に関連する法規
11．感染症対策に関連する法規
12．難病対策に関連する法規
13．がんその他疾病対策に関連する法規
14．精神保健対策に関連する法規
15．女性の健康に関連する法規
16．医薬品・医療機器等の品質、有効性
17．再生医療を国民が迅速かつ安全に受けられるようにするための施策の総合的な推進に
　　関連する法律
18．再生医療等の安全性の確保に関する法律
19．麻薬及び向精神薬取締法
20．その他の医薬品・医療機器等に関連する法規
21．社会保険に関連する法規
22．社会福祉に関連する法規
23．医薬品等に起因する補償制度
24．環境・食品問題に起因する補償制度
25．雇用・労働に関連する法規
26．生活衛生・環境保全に関連する法規
27．生活衛生関係営業に関連する法規
28．生活衛生に関連する法規

【テキスト／参考文献】

看護学入門４　保健医療福祉のしくみ/看護と法律　（メヂカルフレンド社）

【評価】

外部講師

分野 専門基礎分野 科目名 看護と法律

時間 15時間 開講時期 2年次（後期）


